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(57)【要約】
【課題】ルーバによる見栄えの低下を抑える。
【解決手段】パネル７のルーバ53に対向する面と、ルー
バ53のパネル７に対向する面との間に隙間が設けられて
いる。ルーバ53の先端がパネル７に当たって接した場合
、パネル７を通して見えるルーバ53の先端が暗くなり、
パネル７の表面にルーバ53の影ができて見栄えが良くな
い。これに対して、パネル７とルーバ53の間に隙間が設
けられていれば、光源部１から放射される光がパネル７
とルーバ53の間の隙間を通して放射されるので、パネル
７を通して見えるルーバ53の先端が明るくなり、ルーバ
53の影ができ難くなる。その結果、ルーバ53による見栄
えの低下を抑えることができる。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　板状に形成された実装基板の表面に１乃至複数個の発光ダイオードが実装されてなる光
源部と、底壁に窓孔が開口した箱形に形成され、前記表面を前記窓孔に対向させる向きで
前記実装基板を覆うカバーと、前記光源部から前記窓孔を通して放射される光の一部を遮
光又は光路変更する１乃至複数のルーバと、透光性を有し、前記窓孔内における前記ルー
バの前方に配置される板状のパネルとを備え、前記パネルの前記ルーバに対向する面と、
前記ルーバの前記パネルに対向する面との間に隙間が設けられていることを特徴とする発
光装置。
【請求項２】
　前記パネル又は前記カバーの何れか一方に１乃至複数の係止部が設けられ、前記係合部
と係脱自在に係合する１乃至複数の被係合部が、前記パネル又は前記カバーの何れか他方
に設けられることを特徴とする請求項１記載の発光装置。
【請求項３】
　前記係合部及び前記被係合部は、前記パネル及び前記カバーの長手方向に沿った両端に
間隔を空けて設けられ、長手方向に沿った一端側に設けられた前記係合部及び前記被係合
部と、長手方向に沿った他端側に設けられた前記係合部及び前記被係合部とは、前記パネ
ル及び前記カバーの短手方向において非対称な位置に配置されていることを特徴とする請
求項２記載の発光装置。
【請求項４】
　前記パネルは、前記底壁の内側における前記窓孔の周縁に係合する係合片を有すること
を特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載の発光装置。
【請求項５】
　請求項１～４の何れかの発光装置と、前記発光装置を保持する器具本体とを備えること
を特徴とする照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光ダイオードを光源とする発光装置、並びにその発光装置を用いた照明器
具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、蛍光ランプや白熱灯に代わって、発光ダイオード(ＬＥＤ)が照明用の光源として
用いられている。ただし、ＬＥＤは蛍光ランプや白熱灯に比べて光の指向性が高く、高輝
度且つ低立体角の光源であるため、不快グレアへの対策が要求される。例えば、特許文献
１には、長尺の基板の表面に多数のＬＥＤが実装され、個々のＬＥＤの間にそれぞれルー
バが配設されることで不快グレアが抑制された照明器具が記載されている。
【０００３】
　特許文献１記載の従来例では、矩形枠状の枠部と、枠部の内側に等間隔に並べて配設さ
れた複数枚の遮光板とでルーバが構成され、透光性材料で平板状に形成されたカバー部材
がルーバの前面側に取り付けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２４９２２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特許文献１記載の従来例では、ルーバ(遮光板)の先端がカバー部材に当たっ
て接しているため、カバー部材を通して見えるルーバの先端が暗くなり、カバー部材の表



(3) JP 2013-178991 A 2013.9.9

10

20

30

40

50

面にルーバの影ができて見栄えが良くないという問題があった。
【０００６】
　本発明は、上記課題に鑑みて為されたものであり、ルーバによる見栄えの低下を抑える
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の発光装置は、板状に形成された実装基板の表面に１乃至複数個の発光ダイオー
ドが実装されてなる光源部と、底壁に窓孔が開口した箱形に形成され、前記表面を前記窓
孔に対向させる向きで前記実装基板を覆うカバーと、前記光源部から前記窓孔を通して放
射される光の一部を遮光又は光路変更する１乃至複数のルーバと、透光性を有し、前記窓
孔内における前記ルーバの前方に配置される板状のパネルとを備え、前記パネルの前記ル
ーバに対向する面と、前記ルーバの前記パネルに対向する面との間に隙間が設けられてい
ることを特徴とする。
【０００８】
　この発光装置において、前記パネル又は前記カバーの何れか一方に１乃至複数の係止部
が設けられ、前記係合部と係脱自在に係合する１乃至複数の被係合部が、前記パネル又は
前記カバーの何れか他方に設けられることが好ましい。
【０００９】
　この発光装置において、前記係合部及び前記被係合部は、前記パネル及び前記カバーの
長手方向に沿った両端に間隔を空けて設けられ、長手方向に沿った一端側に設けられた前
記係合部及び前記被係合部と、長手方向に沿った他端側に設けられた前記係合部及び前記
被係合部とは、前記パネル及び前記カバーの短手方向において非対称な位置に配置されて
いることが好ましい。
【００１０】
　この発光装置において、前記パネルは、前記底壁の内側における前記窓孔の周縁に係合
する係合片を有することが好ましい。
【００１１】
　本発明の照明器具は、前記何れかの発光装置と、前記発光装置を保持する器具本体とを
備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の発光装置及び照明器具は、パネルとルーバの間に隙間が設けられているので、
光源部から放射される光がパネルとルーバの間の隙間を通して放射され、パネルを通して
見えるルーバの先端が明るくなってルーバの影ができ難くなり、その結果、ルーバによる
見栄えの低下を抑えることができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る発光装置の実施形態を示す断面図である。
【図２】同上の分解斜視図である。
【図３】同上の一部省略した分解斜視図である。
【図４】同上の断面図である。
【図５】同上の断面図である。
【図６】同上の一部省略した断面図である。
【図７】同上におけるカバーの斜視図である。
【図８】同上におけるカバーを示し、(ａ)は正面図、(ｂ)は下面図、(ｃ)は背面図、(ｄ)
は左側面図、(ｅ)は右側面図である。
【図９】同上におけるカバーの斜視図である。
【図１０】同上におけるカバーを示し、(ａ)は正面図、(ｂ)は下面図、(ｃ)は背面図、(
ｄ)は左側面図、(ｅ)は右側面図である。
【図１１】同上におけるパネルの斜視図である。
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【図１２】同上におけるパネルを示し、(ａ)は正面図、(ｂ)は下面図、(ｃ)は背面図、(
ｄ)は左側面図、(ｅ)は右側面図である。
【図１３】同上におけるパネルの斜視図である。
【図１４】同上におけるパネルを示し、(ａ)は正面図、(ｂ)は下面図、(ｃ)は背面図、(
ｄ)は左側面図、(ｅ)は右側面図である。
【図１５】同上におけるカバー及びパネルの一部省略した分解斜視図である。
【図１６】同上における一部省略した断面斜視図である。
【図１７】同上における一部省略した断面斜視図である。
【図１８】本発明に係る照明器具の実施形態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る発光装置の実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。本
実施形態の発光装置(ＬＥＤユニット)は、図１～図５に示すように光源部１、放熱部材２
、絶縁部材３、取付部材４、カバー５、レセプタクルコネクタ６、パネル７などを備える
。
【００１５】
　光源部１は、絶縁材料(例えば、セラミック)によって長尺の板状に形成された実装基板
10、実装基板10の表面に実装される複数個の発光ダイオード(以下、ＬＥＤチップと呼ぶ
。)、実装基板10の表面に形成される導電パターン(図示せず)などを有する。複数個のＬ
ＥＤチップ(図示せず)は、実装基板10表面の中央部(短手方向の中央部)に長手方向に沿っ
て等間隔且つ直線状に並べて実装され、透光性を有し且つ蛍光体が混合されたシリコーン
樹脂などの封止部材12で封止されている。すなわち、ＬＥＤチップから放射される光(例
えば、青色光)の一部が蛍光体で波長変換され、波長変換された光(例えば、黄色光)と波
長変換されなかった光(青色光)が混ざることにより、光源部１から放射される光が全体と
して白色光となる。なお、実装基板10の表面における長手方向の両端近傍にそれぞれコネ
クタ13が実装されている。これらのコネクタ13は、実装基板10の表面に形成されている導
電パターンを介して各ＬＥＤチップに接続されている(図２参照)。これらのコネクタ13に
接続される相手方コネクタ(図示せず)が電線(図示せず)によってレセプタクルコネクタ６
に接続されている。
【００１６】
　放熱部材２は、長尺の平板状に形成され、絶縁部材３を介して光源部１が載置される主
片20と、主片20の両端(長手方向に沿った両端)より主片20の厚み方向に延びる一対の側片
21とが熱伝導度の高い材料(例えば、アルミ板)によって一体に形成されている。また、主
片20の一方の面(光源部１が載置される面。以下、載置面と呼ぶ。)には、光源部１に近付
く向きに突出する複数の突条部22が長手方向に沿って突設されている。各側片21の端縁に
は、内向きに突出する複数の取付片23が一体に形成されている。これら取付片23に後述す
るかしめ用爪44がかしめられることで、放熱部材２と取付部材４とが機械的に結合される
ようになっている。
【００１７】
　絶縁部材３は、放熱部材２の主片20と光源部１の間に介装される主部30と、主部30の両
端(長手方向に沿った両端)より光源部１に近付く向きに立ち上がる当接部31と、各当接部
31の先端より突出する一対の反射部32とが合成樹脂成形体として一体に形成されてなる。
一対の反射部32は、当接部31から離れるに従って外側に開くように傾斜し、光源部１に対
向する側の表面(図１における上面)が反射面となって光源部１から放射される光を前方(
図１における上方)へ反射する。また、絶縁部材３が放熱部材２の主片20上に載置された
状態において、突条部22が挿通される長孔状の挿通孔33が主部30の中央に貫通している。
ただし、絶縁部材３は、放熱部材２の長手方向の両端に配置されるものと、両端以外に配
置されるものとがある(図２及び図３参照)。そして、放熱部材２の長手方向の両端に配置
される絶縁部材３は、放熱部材２の端部を塞ぐ壁部34が長手方向の一端側に突設されると
ともに、一対の当接部31の両端を連結する第２当接部35が形成されている。
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【００１８】
　また絶縁部材３は、放熱部材２の主片20に設けられた複数のかしめ孔20Aにそれぞれ挿
通される複数の突起36を有している。突起36は、短手方向(図３における左右方向)の両端
から放熱部材２の主片20に近付く向き(図３における上向き)に突出する円柱形状に形成さ
れるとともに、長手方向に沿って等間隔に配設されている。而して、主片20に設けられて
いるかしめ孔20Aにそれぞれ突起36が挿通され、且つ主部30の挿通孔33に突条部22が挿通
されることにより、放熱部材２の主片20に対して絶縁部材３が位置決めされる。そして、
かしめ孔20Aに挿通された突起36が熱かしめされることで絶縁部材３が放熱部材２に取り
付けられる。さらに、突起36と反対向き(図２における下向き)に突出する円柱状の突起37
が各突起36と一体に形成されている。そして、突起37が熱かしめされることで光源部１が
絶縁部材３に取り付けられる。ただし、本実施形態では、１つの光源部１が２つの絶縁部
材３に跨がるように取り付けられている。
【００１９】
　取付部材４は、長尺矩形状の底板40と、底板40の長手方向(前後方向)に沿った両端から
立ち上がる１対の側板41とが鋼板などの金属板が曲げ加工されることで一体且つ角樋状に
形成されて成る。底板40の長手方向の両端部には、後述する取付金具43の固定爪(図示せ
ず)が挿通される一対の固定溝40Aが形成されている。さらに底板40には、長手方向の中央
部を挟んで２つずつ取付孔40Bが設けられている。各取付孔40Bは厚み方向に貫通しており
、その内周面に雌ねじが形成されている。これらの取付孔40Bは、器具本体(後述する)に
本実施形態の発光装置を取り付ける際に用いられる。
【００２０】
　取付部材４には取付金具43を用いてレセプタクルコネクタ６が取り付けられる(図２参
照)。レセプタクルコネクタ６は、光源部１のコネクタ13に差込接続される相手方コネク
タに接続された電線(図示せず)と接続されており、電線を介して点灯装置(図示せず)に接
続されたプラグコネクタが挿抜自在に差込接続される。すなわち、プラグコネクタがレセ
プタクルコネクタ６に差込接続されることで点灯装置と光源部１が電気的に接続され、点
灯装置から光源部１に給電されて光源部１が発光(点灯)するのである。
【００２１】
　取付部材４の各側板41には、その長手方向の両端部に、放熱部材２の取付片23にかしめ
られるかしめ用爪44が設けられている。各かしめ用爪44は、取付部材４の側板41を切り欠
くことで矩形状に形成されている。したがって、ドライバ等の治具の先端でかしめ用爪44
が外向きに押圧されると、取付部材２の取付片23にかしめ用爪44がかしめられ、放熱部材
２と取付部材４とが機械的に結合される(図３参照)。
【００２２】
　カバー５は、ポリブチレンテレフタレート(PBT)樹脂などの絶縁性を有する合成樹脂材
料により、底壁50と底壁50の周囲を囲む側壁51を有する長尺の箱形に形成されている。な
お、合成樹脂材料で長尺の成形体が形成される場合、長手方向の寸法が大きくなるにつれ
て自重で撓み易くなり、慎重な取り扱いが要求される。そのため、本実施形態では、長手
方向の一端側が開放された一対のカバー部材を合成樹脂成形体で形成し、これらのカバー
部材を前記一端側で互いに結合することによってカバー５を構成している。これにより、
カバー５(カバー部材)の取り扱いが容易になる。ただし、以下の説明では、カバー部材を
カバー５と呼び、２種類のカバー部材を区別する場合、一方のカバー部材をカバー5A、他
方のカバー部材をカバー5Bと呼ぶことにする(図７～図10参照)。
【００２３】
　カバー５の底壁50には、矩形且つ長尺の窓孔500が開口している。また、長手方向に沿
った一対の側壁51には、放熱部材２の側片21に形成されている複数の係合突起21Bが係脱
自在に係合する複数の係合凹部52が形成されている。なお、カバー５は、側壁51が底壁50
から遠離るにつれて、放熱部材２の側片21から離れる向きに傾斜するように形成されてい
るので、放熱部材２に対して被せやすくなっている。
【００２４】
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　本実施形態では、複数のルーバ53がカバー５と一体に形成されている。ルーバ53は、絶
縁部材30の反射部32及び光源部１と干渉しないように、カバー５の長手方向から見て略台
形状に形成されている。ここで、ルーバ53における光源部１との対向部位には、光源部１
との距離が異なる撓み抑制部530、逃げ部531、凹部532が階段状に設けられている。
【００２５】
　撓み抑制部530は、実装基板10の短手方向の両端近傍に、カバー５が放熱部材２に取り
付けられた状態で、光源部１の実装基板10の表面から微小な距離(例えば、0.2mm)を離し
て設けられている。また、凹部532は、実装基板10の短手方向の中央に、カバー５が放熱
部材２に取り付けられた状態で、光源部１の封止部材12の先端から十分な距離(例えば、1
.0mm)を離して設けられている。逃げ部531は、撓み抑制部530と凹部532の間に、カバー５
が放熱部材２に取り付けられた状態で、実装基板10の表面に形成されている導電パターン
の表面から僅かな距離(例えば、0.5mm)を離して設けられている。ただし、光源部１のコ
ネクタ13と対向する位置に設けられているルーバ53は、図５に示すようにコネクタ13との
干渉を避けるために、撓み抑制部530及び逃げ部531が省略されている。
【００２６】
　而して、ＬＥＤチップの発する熱で実装基板10が撓んだとしても、撓み抑制部530に当
たることで実装基板10の撓み(反り)が抑制される。その結果、実装基板10と放熱部材２の
突条部22との接触面積の減少による放熱性低下の抑制を図ることができる。なお、ＬＥＤ
チップ12が熱を発していない状態で撓み抑制部530が実装基板10の表面と当たっても構わ
ないが、実装基板10が撓んだときに撓み抑制部530から過大な応力を受けないために微小
な隙間を空けておくことが好ましい。
【００２７】
　また、ルーバ53の導電パターンと対向する位置に逃げ部531が設けられているので、ル
ーバ53が導電パターンに当たって傷を付けたり、実装基板10がルーバ53から不要な応力を
受けることを防止できる。なお、逃げ部531と導電パターンとの距離は、撓み抑制部530と
実装基板10との距離よりも大きいので、実装基板10が撓んだ場合でも逃げ部531が導電パ
ターンに当たることがない。
【００２８】
　さらに、ルーバ53は、カバー５の短手方向から見て、光源部１に向かって幅が狭くなる
角錐台状に形成されている(図６参照)。すなわち、ルーバが均一の厚みを有する薄板で構
成されている場合、ルーバの表面に反射した光が照明空間に照射されてグレアゾーンに入
ってしまい、不快グレアの抑制効果が低下してしまう可能性がある。これに対して本実施
形態では、ルーバ53の幅(厚み)が光源部１に向かって徐々に狭くなっているので、ルーバ
53の表面に反射した光が照明空間に照射されてもグレアゾーンに入り難くなり、不快グレ
アの抑制を図ることができる。
【００２９】
　また、ルーバ53は、カバー５の短手方向から見て、光源部１に対向する先端部が凸曲面
形状に形成されている(図６参照)。つまり、ルーバ53の先端部が凸曲面形状であれば、ル
ーバ53の先端部が実装基板10の表面と平行な平坦面である場合と比較して、ＬＥＤチップ
12から放射された光のうちで先端部に反射されて光源部１の方へ戻る光の量を減少させる
ことができる。なお、ルーバ53は、光源部１から最も遠い後端部(カバー５の側壁51に連
結されている部位)が、カバー５の短手方向から見たときの角の部分が鋭角に形成されて
いる。そのため、前記角の部分が曲面状に形成される場合と比較して、遮光角を大きくと
ることができ、ルーバ53同士の間隔を広げることができる。
【００３０】
　パネル７は、アクリル樹脂やポリカーボネート樹脂などの透光性を有する合成樹脂材料
によって長尺の矩形板状に形成され、カバー５の底壁50に取り付けられて窓孔500を塞ぐ
ものである。なお、一方のカバー5Aに取り付けられるパネル7Aと、他方のカバー5Bに取り
付けられるパネル7Bとで若干構成が異なっている。ただし、２種類のパネル7A，7Bの基本
構成は共通しているので、以下の説明では、２種類のパネル7A，7Bを区別しない場合はパ
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ネル７と呼ぶことにする(図11～図14参照)。
【００３１】
　パネル７は、短手方向に沿って円弧状に湾曲し且つ長手方向に沿った両端面が光源部１
に向かって内側に傾斜する傾斜面となっている。ただし、パネル７の長手方向に沿った両
端面と対向するカバー５の窓孔500の内側面も傾斜面となっている(図４，図５参照)。し
たがって、光源部１から放射される光がパネル７の長手方向に沿った両端面やカバー５の
窓孔500の長手方向に沿った内側面に反射し難くなり、広範囲に照射される。
【００３２】
　さらに、パネル７の長手方向に沿った両端縁に、それぞれ複数の係合部70が等間隔に設
けられている。これらの係合部70は、パネル７の長手方向に沿った端面よりも外側に突出
する突条からなる(図１及び図11～図14参照)。
【００３３】
　一方、カバー５は、パネル７の係合部70と各別に係合する複数の被係合部501が底壁50
の内底面に設けられている(図１及び図８(ｃ)，図10(ｃ)参照)。これらの被係合部501は
、カバー５の底壁50に設けられた凹部からなる。而して、カバー５の窓孔500内にパネル
７が押し込まれると、カバー５の側壁51が外向きに撓むことで係合部70が被係合部501に
係合する。なお、パネル７は、長手方向の一端側に、底壁50の内側における窓孔500の周
縁に係合する係合片71が突出している。したがって、パネル７がカバー５に取り付けられ
た状態において、パネル７の長手方向の端部とカバー５との間に生じる隙間が係合片71で
塞がれるので、塵埃や虫などの異物がカバー５内に進入することが抑制できる。
【００３４】
　ところで、長手方向に沿った一端側に設けられた係合部70と、長手方向に沿った他端側
に設けられた係合部70とは、パネル７の短手方向において非対称な位置に配置されている
(図12(ａ)及び図14(ａ)参照)。すなわち、長手方向に沿った両端の係合部70がパネル７の
短手方向において対称な位置に配置されている場合、パネル７の取付時に、両側の側壁51
が長手方向における同じ位置で互いに逆向きに撓む必要がある。しかしながら、両側の側
壁51が複数のルーバ53で繋がっているため、長手方向における対称な位置で側壁51が互い
に逆向きに撓むことは困難であり、カバー５に対してパネル７が取り付け難くなってしま
う。これに対して、短手方向における非対称な位置で側壁51が互いに逆向きに撓むことは
容易であるから、カバー５に対してパネル７が取り付け易いという利点がある。
【００３５】
　ここで、パネル７のルーバ53に対向する面と、ルーバ53のパネル７に対向する面との間
に隙間が設けられている(図１参照)。ルーバ53の先端がパネル７に当たって接した場合、
パネル７を通して見えるルーバ53の先端が暗くなり、パネル７の表面にルーバ53の影がで
きて見栄えが良くない。これに対して、パネル７とルーバ53の間に隙間が設けられていれ
ば、光源部１から放射される光がパネル７とルーバ53の間の隙間を通して放射されるので
、パネル７を通して見えるルーバ53の先端が明るくなり、ルーバ53の影ができ難くなる。
その結果、ルーバ53による見栄えの低下を抑えることができる。
【００３６】
　次に、２種類のカバー5A，5B及びパネル7A，7Bの相違点について詳しく説明する。一方
のカバー5Aは、図７及び図８に示すように開放された一端側から長手方向に沿って突出し
且つ他方のカバー5Bの開放された一端側に嵌合する突部54を有し、長手方向に沿って所定
のピッチで並ぶように突部54にもルーバ53が設けられている。なお、他方のカバー5Bにお
いては、長手方向における被係合部501の位置とルーバ53の位置が重なっているので、被
係合部501を避けるために、開放された一端側に最も近いルーバ53の両端が屈曲されてい
る(図９及び図10参照)。
【００３７】
　また、カバー5Aに取り付けられるパネル7Aには、カバー5Aの開放端側の端部から長手方
向に突出する舌片72が設けられている。一方、カバー5Bに取り付けられるパネル7Bは、カ
バー5Bの開放端側の端部に、パネル7Aの舌片72が嵌まる凹所73が設けられている。
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【００３８】
　而して、２つのカバー5A，5Bが１つの放熱部材２に取り付けられると、一方のカバー5A
の突部54が他方のカバー5Bの開放端と嵌合し、２つのカバー5A，5Bの連結部においても、
ルーバ53のピッチが変わらずに一定に保たれる(図16及び図17参照)。したがって、連結部
分を跨いだルーバの間隔が拡がっている場合と比較して、外観上の見栄えを向上すること
ができる。
【００３９】
　ここで、一対のカバー5A，5Bは、図17に示すように放熱部材２に取り付けられることに
より、開放端同士の間に隙間を空けて連結される。同じく、一対のパネル７A，7Bも、図1
6に示すようにカバー5A，5Bに取り付けられたとき、舌片72を除くパネル7Aの端部とパネ
ル7Bの端部との間に隙間が空いている。つまり、合成樹脂材料製のカバー5A，5B及びパネ
ル7A，7Bが光源部１の発する熱で膨張したとき、互いの端部同士が接していると過大な応
力が加わって破損などの不具合が生じる可能性がある。これに対して、上述のようにカバ
ー5A，5B及びパネル7A，7Bの端部間に隙間を空けておけば、熱膨張に起因した不具合の発
生を抑えることができる。ただし、カバー5A，5Bに取り付けられたとき、一方のパネル7A
の舌片72と他方のパネル7Bの凹所73が嵌合しているため、塵埃や虫などの異物の進入が防
止できる。
【００４０】
　なお、本実施形態では、ルーバ53が不透過の合成樹脂材料で形成されているが、アクリ
ル樹脂やポリカーボネート樹脂などの透光性を有する合成樹脂材料でルーバ53が形成され
ても良い。ルーバ53が透光性を有する材料で形成されている場合においても、光源部１か
ら放射される光の光路を変更して配光制御を行うことにより、不快グレアの抑制を図るこ
とができる。
【００４１】
　本実施形態の発光装置Ａを用いた照明器具の実施形態を図18に示す。この照明器具は、
下面が開口した長尺の矩形箱状に形成される器具本体100と、発光装置Ａが取り付けられ
る取付板101と、器具本体100内に収納される点灯装置(図示せず)とを備え、器具本体100
が天井面に取り付けられるものである。取付板101は、器具本体100の開口面とほぼ同形状
及び同寸法の矩形板状に形成され、その表面(下面)に発光装置Ａが取り付けられる。そし
て、発光装置Ａが取り付けられた取付板101は、器具本体100内に収納され、２本の固定ね
じ102により、長手方向の両端部で器具本体100にねじ止めされる。
【符号の説明】
【００４２】
　１　光源部
　５　カバー
　７　パネル
　10　実装基板
　50　底壁
　53　ルーバ
　500 窓孔
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